
 

 

 

 

 

 

スクールワイド PBSに取り組んでいます 

 
あまり聞き慣れないことばだと思いますが、PBS（略称） 

とは「ポジティブな行動支援」という意味で、子どもたち 

のできている行動に目を向け、ほめながら望ましい行動を 

増やしていこうとする取組です。 

 ついついできないことに目が行きがちですよね。 

 「なんでトイレのスリッパを並べないの！」 
 「あいさつしなさいって言ったでしょ！」 
このようなできていない行動に対しての言葉かけではな 

く、「○○ができるようになったね。」と行動をほめて伸ば 

すために、２学期は「トイレのスリッパ並べ」「自分からあい 

さつや会釈をしよう」の２つを全校一斉キャンペーンとして 

取り組みました。 

 右のグラフは、上がり下がりはあるものの、キャンペーン 

実施前と比べると、トイレのスリッパを意識して並べる児童 

が増えてきています。 

 また、保護者や地域の皆様にご協力いただいた「あいさ 

つ運動」では、あいさつがきちんとできた児童はあいさつ 

カードをもらい、「あいさつの木」にカードを貼りました。子 

どもたちのカードでうめつくされた「あいさつの木」は１週間 

で何本も並び、子どもたちの意欲付けを図ることができま 

した。 

「あいさつ運動」が終わったあとは、どうなるのか・・・ 

想像はつきそうですが、このようなキャンペーンを繰り返す 

ことによって、いずれはご褒美のカードがなくてもあいさつ 

ができる子になってほしいなあと期待しているところです。 
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